
 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

花尾小学校 「いきもの博士の森（水族館）」 
～子どもたちと地域が育む学びの森～ 

 

                                        

                   

    

  

 

 

                                                           

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前田市民センターだより （２）  ２０２５年９月号 前田市民センターだより ２０２５年９月号  （３） 

●第１回：「粘土アート」  
    指導者：北九州市立大学地域創生学群 学生グループ 
●第 2回：「マジック 皿まわし」 
    指導者：北九州市子ども家庭局 遊びの達人派遣事業 
           遊びの達人 上家 親氏 
●第３回「バスボム・せっけんづくり」 
    指導者：北九州市立大学地域創生学群 学生グループ 
 
    第１回と第３回は北九州市立大学の学生達が指導者となり、親子で
取り組めるモノづくりを教えてくれました。第２回ではお家で披露し
たくなるマジックを教えてもらいました。皿回しでは思わぬ才能が開
花する子供もいました。家族で夏休みの楽しい思い出づくりができま
した。 

 

上田育先生 正木絹枝先生 菊池一恵先生 

    夏休み中だったこともあり、小学生から大人までの幅広い年齢層の方々が参加
されました。音楽に合わせて様々なダンスを楽しみました。 
先生がダンスを披露したり、身体を動かすだけでなく頭の体操もあり、会場は毎回
笑顔であふれていました。 

 

 

 

小伊藤山公園にて、八幡大空襲で犠牲になられた
方々への慰霊と平和への願いを込めた慰霊祭が開
催されました。聞き書きボランティア「平野塾」
を中心に平野・前田・尾倉のまちづくり協議会の
協力のもと、約２５０名が参加しました。 
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花尾小学校には、子どもたちが「いきもの博士」となって活躍するユニークな学びの場「いきもの博士の森（水族

館）」があります。ここでは、地域の川や池にすむカメやカエル、メダカ、イモリ、ドジョウなどを飼育し、子どもたち

が観察・世話をしながら命の大切さや自然の不思議を学んでいます。雨どいを使って川の流れを再現する仕組み

もあり、身近な自然環境を丸ごと学校に取り入れた小さな「森」となっています。 

また、かわいらしいモルモットも仲間入りし、子どもたちに癒やしと責任感を与えてくれています。生き物に触れ、

命を預かる経験は、子どもたちに観察力や探究心を育むとともに、心を育てる大切な時間となっています。 

【 飼育している生き物 】 

カメ メダカ 金魚 シマドジョウ ドンコ カワムツ カマツカ オイカワ トビハゼ 手長エビ サワガニ 

アカテガニ ザリガニ ヒキガエル カスミサンショウウオ アカハライモリ トカゲ カブトムシ・・・ 

 

現在、花尾小学校では、この「いきもの博士の森」のお世話を一緒にしていただけるボランティアの方を募集してい

ます。水槽の掃除やエサやり、植物の手入れなど、できる範囲でご協力いただければ幸いです。子どもたちと一緒に

生き物の成長を見守りながら、楽しく活動していただけます。 「いきもの博士の森」は、子どもたちだけでなく地域に

開かれた学びの場です。ぜひ地域の皆さまにも、身近な自然や子どもたちの取組に温かいまなざしを寄せていただ

ければ幸いです。 

ボランティアを希望される方はご連絡ください。 お待ちしています！ 花尾小学校 ℡０９３－６６１－６２３６ 

 

花尾小学校に「水族館」があるのを知っていますか？ 

松山校長先生に紹介していただきました。 

8/12～8/25の間、全１０回にわたって

ラジオ体操を開催しました。 
暑い中早起きして、毎回 60～７０名が参
加しました。早く来た人は公園の草とりや
清掃をしたり、上級生は前に出て体操のお
手本となり頑張ってくれました。 

 

 


